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猛暑ですね。皆さまは、いかがお過ごしでしようか。

さて、この夏で部活動を引退する 3年生は、今、心にぽつかり穴が開いて何をし

ていいのかわからなくなっている人もいると思います。そんな皆さんに今一度『ス

ラムダンク』からの名言をおくります。それは、カゴ′/島 の監督の「負けたことが
あるというのん`、いつか大きな財産になる」です。

その財産は 1年後か 10年後か 。・いつ届くのか不明ですが、きつと素晴らしい

形になつて皆さんに違つてきますよ。信じて、今、やるべきことをこつこつとがん

ばっていこう!                       敬具

令和 5年 7月 18日

応援団一同より
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2年生が、4年ぶりとなる職場体験 (ま ち未来体験)

を実施するにあたり、快く受け入れてくださつた各事

業所等の皆様に心からお礼申し上げます。生徒たち

は、文字通り「初めての職場」で苦しいことや辛いこ

ともあったと想像しますが、一人一人の成長を見守

り、教えて褒めてくださり、喝采していただいた経験

は、自信につながり、宝物に変わると信じます。本当

にありがとうございました。

まだまだ社会的には未熟でご迷惑をいっばいおかけ

したと思いますが、皆様のご恩を感謝に変えて、元気

に頑張っています。ぜひ、地域で姿を見かけられたら
一声かけてやつてください。その声の一つ一つが、彼

らのさらなる成長の糧につながると考えています。今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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☆長谷川 CS推進員 (左 )と 、☆

齋木教諭(右 )です。ともに登下

校の場面です。朝・夕方とそれ

ぞれ時間帯は違いますが、生徒

たちの表情を見ながら、声をか

け続けます。「おはよう、今日

はテストだね、頑張って !」
「タ

イヤの空気が減っとるから気を
つけてな!」

「明日また学校で会
いましょう!」 と、個々の生徒

に応じた声掛けをします。

■稼ぐつて大変だわあ。■ずつと立ったまま作業するって、まじ大変でした。職場の人を尊敬しま

す。■なんでも気づいてやつてくれました。うちの職場にスカウトしたいくらいです。■自分用の名刺を

作つてもらって、なんか嬉しいです。■ずつとここで働きたいですう…(笑 )!

職場体験で

の名言
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「いいね!」 を

もらいました。

明 力です
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ミッンコレ! せよJ

一例です

「馬場先生のすごいところは、気遣い力です。」

「荒金先生のすごいところは、行動力です。」

荒登先生は、ラットワークがとても軽い先生です。喜休み中に私の仕事が立て込んで、

らくに褥除ができていなかつたときに、何も言わすにさつとほうきを持つて藤下を1よいてくだ

さいました。新しい先生がお任される晴だったので、とてヽ 助かりました。また、■にのみな

さんに対しても、何かあれば串売して動かれる要おt見 られます。静かを中にも、熱い心を

貯つておられるやさしい発生たと思います

ミッション スタッフのいいところを喝采せよ
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★レボート (舟 木 洸介)

ミッション:スタッフのいいところを喝采せよW

★レボート藤谷直美
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☆前回、本通信でお伝えした「教職員同士のよかった探し」

に、生徒たちから「いいね !」 ヨメントをいただきました。
「この先生がこの先生に書くとは、意外だなあ。」
「自分たちもやりたい !」

などと言いつつ、喝采ノートに書き込んでくれました。ぜひ、

職場でご家庭で・・チャレンジしてみてください。自分が知ら

ない(気づかない)自 分の魅力が再発見できるチャンスだと思い

ます。  x のτtiゼ
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